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今月号のみどころ

0大洲市デイサービスセンター・

在宅介護支援センタ ーオープン… P2
0環境にやさ しい堆肥製造基地

アメニセンタ ー稼動中・ ............p3 

0大洲市民運動会…・…・・…・田・・…..p4 -5 

0年末年始の交通安全県民運動一・…...p6 
0年末年始のスケジ、ユール

〈市役所関係〉………………… P7

今月の納税は

固定資産税

第3期

納期は12月25日です

1995年

127; 
No.481 

市民のうごき

平成 7年10月31日現在

人口 39，208人 (+ 9) 

男 18，703人(+3) 

女 20，505人(+6) 

世帯数 13，706世帯 (+ 4) 

面 積 240.99平方キロメートル



オーフン市老人デイトビスセンター
在宅介護支据センター洲大

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
介
護
が
必
要

な
在
宅
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

及
び
そ
の
家
族
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
大
洲
市

若
宮
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
十
一

月
一
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。。

企デイサービスセンタ でくつろぐ利用者

J
y
 d

Q
 

L
V
究
he・中
止

uh
ス
十
三
日

J
fげ・
4

ゼ
M
A

ダ
七
6
・礼
町
.

大
洲
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
で
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
人
が

各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
外
出
し
て
気
分
転
換
を

し
た
い
、
話
し
相
手
や
友
人
が
欲
し

い
、
訓
練
を
し
て
元
気
に
な
り
た
い
。

そ
う
い
う
悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
週

一
回
の
ペ

ー

ス
で
健
康
指
導
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
、
日
常
動
作
訓
練
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

よ
る
送
迎
も
で
き
ま
す
。
利
用
時
間

は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
一
時
ま
で
。

利
用
料
金
は
、
一
日
五
百
円
で
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
宮
⑫
1
7
5
6
ま
で
。

....11月1日テープカットによりオープン

介
護
訪
日悩
み
・伝
お
筈

Z
L
-ま
す

居
宅
刊
一護
t
H援
抵
抗
タ
仁川

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
し
ょ
に
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
従
来
の

「
ひ
ま
わ
り
」
に
次
ぎ
二
つ
め
の
セ

ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
事
業

を
行
い
ま
す
。

V
地
域
の
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
の
実
態
な
ど
の
把
握
及
び
各
種

の
公
的
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
V
在
宅
介
護
に
関
す
る
各
種
の
相
談

に
、
電
話
や
面
接
な
ど
に
よ
り
総

合
的
に
応
じ
る

V
地
域
の
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
そ

の
家
族
の
公
的
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
申
請
手
続
き
の
便
宜
を

図
る
な
ど
の
調
整
を
行
う

V
個
別
の
援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
及
び
そ
の
家
族
の
介
護
ニ

l
ズ

の
評
価
を
行
い
、
処
遇
の
あ
り
方

に
つ
い
て
資
料
を
作
成
す
る

V
寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
を
抱
え

にJ

2 

....利用者には送迎サービスもあります

デイサービスセンター
大洲市在宅介護支援センターる

家
族
か
ら
の
相
談
や
在
宅
介
護

相
談
協
力
員
か
ら
の
連
絡
に
対
し
、

訪
問
な
ど
に
よ
り
在
宅
介
護
の
方

法
に
つ
い
て
の
指
導
助
言
を
行
う
o

v
介
護
機
器
の
展
示
、
利
用
対
象
者

の
身
体
状
況
を
ふ
ま
え
た
介
護
機

器
の
紹
介
、
選
定
及
び
具
体
的
な

使
用
方
法
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
助
言
を
行
う
。

詳
し
く
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
宮
⑪
1
7
5
3
ま
た
は
、
同
「
ひ

ま
わ
り
」
宮
⑮
3
4
3
8
ま
で
。

第
二
五
三
回

臨

時

市

議

会

十
月
三
十

一
日
、
大
洲
市
議
会
臨

時
会
が
聞
か
れ
、
次
の
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

V
大
洲
市
立
喜
多
小
学
校
校
舎
改
築

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て



環
境
に
や
さ

L
い

7
f
ゾ
ハ

堆
肥
製
造
墓
地

セ
ン
タ
ー
稼
働
中
/

-・・・圃・

れりまを
た整し意良
ふ・備た味質
ん・さ 。すの
をれこる堆
良たのア肥
質 施 施 メ 製
の 設 設 二 造
堆 で は テ 施
肥す、 イ設
に 。国|
しこのかア
てこ畜らメ

発 ま問 れ酵三の 出で産命二
山 酵こす消、を種種畜 .. S、.荷は活名セ

さの。臭レよ類類産 t. .を、性)ン

せ装 274Jl央委 堆手与重装宗?
ミ官五 票τ22宅土 肥サい農合山(

お積 あネめ混豚拠ーラ ま家対に環
き発 るラオぜ、入 L.44 すか策オ境
に 酵 )ルガ合ニさ 明言ど 。ら事|の
切・槽 を資ク、わワれ又フ 搬業プ快

金:矢罪学2てJ2.身の さ5と遅
し・れ し瞬入発のん・

園圃・・・・圃・

(
堆
積
発
酵
槽
の
場
所
を
移
動
し
混

ぜ
合
わ
せ
る
)
を
行
い
ま
す
。
こ
の

混
ぜ
合
わ
せ
に
は
、
発
酵
中
の
堆
肥

材
料
を
粉
々
に
し
て
吹
き
出
す
ロ
ボ

タ
イ
と
い
う
機
械
を
使
用
し
ま
す
。

こ
の
切
り
返
し
を
十
日
お
き
に
五
回

行
い
、
さ
ら
に
養
生
槽
(
追
熟
槽
)

で
光
量
を
減
ら
し
三
十
日
間
熟
成
さ

せ
る
と
良
質
の
堆
肥
が
で
き
あ
が
り

ま
す
。
手
に
取
る
と
サ
ラ
サ
ラ
と
し

て
腐
葉
土
の
よ
う
な
に
お
い
が
し
ま

す
。

県
内
の
農
家
を
は
じ
め、

香
川
県
へ

も
製
品
を
納
め
て
い
ま
す
。

料
金
は
四
十
リ

ッ
ト
ル
が
一
袋
三

百
五
十
円
。
ま
た
、

堆
肥
散
布
車
を

使

っ
て
配
達
と
散
布
も
行
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
二
ト
ン
を
使
用
す
る
と

二
万
円
で
す
。

(
い
ず
れ
も
ソ
イ
ル

パ
ワ
!
と
呼
ば
れ
る

一
般
堆
肥
の
価

格
で
す
)

生
ご
み
処
理
材
と
し
て
も

使
用
で
き
ま
す

消
臭
効
果
に
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。
ご

家
庭
で
使
用
し
て

い
る
コ
ン
ポ
ス
ト

(
生
ご
み
処
理
容
器
)
な
ど
に
入
れ

る
と
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

価
格
は
、
二
十
リ

ッ
ト
ル
入
り
で

一
袋
五
百
円
で
す
。

詳
し

い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

J

A
大
洲
園
芸
部
ま
で
。

(宮
附
⑫
4
1
8
1
)

‘

一
般
堆
肥
は
四
十
リ
ッ
ト
ル
の
袋

詰
め
も
あ
り
ま
す

砂
ズ搬
と入
混さ
ぜれ
合た
わふ・
さん・
れ は
るオ

ガ
ク

出
荷
は
引
き
取
り
と
配
達

ア
メ
ニ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
七

千
三
百
ト
ン
の
原
料
を
処
理
し
、
約

三
千
二
百
ト
ン
の
製
品
出
荷
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
出
荷
状
況
は
、

砂
にシ
よヨ
るべ
熱ル
がカ
湯|
気で
と切・
なり・
る返

し
発
酵

ア
メ

ニ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
生
ご
み

処
理
材
と
し
て
使
用
で
き
る
製
品

(豊
穣
)
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
一
般
堆
肥
と
比
べ
、
レ
ス
ト

の
量
や
熟
成
の
日
数
を
多
く
し
た
も

の
で
、
生
ご
み
分
解
能
力
が
高
く
、

h
p
ロ
ボ
タ
イ
を
使
い
堆
肥
材
料

を
粉
々
に
し
て
吹
き
出
す

砂
養 五
生回
槽の
で切・
熟り・
成返・
中し・

を
終
え

砂
利製
用口口口
での
き配 !
る達 ;

は
散
布
車
も

3 
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会動毘市務i* 十
月
十
日
側、

平
成
七
年
度
大
洲
市
民
運
動
会
が
、

平
野
の
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
市
内
十
四
地
区
か
ら
約
千

五
百
人
の
選
手
が
参
加
。
改
修
の
終
っ
た
陸
上
競
技

場
の
芝
の
上
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
、
昨
年
の
雨
天
中
止
を
は
さ
み
柳
沢

が
三
連
覇
。
準
優
勝
は
三
善
で
チ
ー
ム
最
高
位
。
第

三
位
は
前
回
九
位
か
ら
久
米
が
勝
ち
上
が
り
、
努
力

賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
な
応
援
を
し
た
チ
ー
ム
に
送
ら
れ
る

特
別
賞
は
、
三
善
、
柳
沢
、
上
須
戒
が
受
賞
し
ま
し

た
。

陸
上
競
技
場
を
全
面
改
修

昨
年
度
か
ら
今
年
八
月
に
か
け
て

全
面
改
修
さ
れ
た
陸
上
競
技
場
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
全
面
に
緑
色
の
芝
が
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
厚
生

年
金
・
国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融

資
を
受
け
て
、
約
六
千
六
百
万
円
で

整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

競
技
を
す
る
選
手
の
中
に
は
、
な

れ
な
い
芝
に
悪
戦
苦
闘
す
る
姿
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
秋
晴
れ
の
穏

や
か
な

一
日
を
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
も
強
か
っ
た
柳
沢
と
三
善

柳
沢
は
、
今
年
も
第
一
位
。
毎
年

広
報
お
お
ず
で
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に

強
い
の
か
公
民
館
に
聞
い
て
み
る
の

で
す
が
、
そ
の
回
答
は
い
つ
も
同
じ

。

『
少
な
い
練
習
を
選
手
の
ほ
と
ん
ど

が
参
加
し
て
ま
じ
め
に
取
り
組
む
こ

と
』
な
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

4 

種目名 玉 ポ つ ボ 和 ナ メ 1) イ言 年 年

気
イ

ン ム 齢 齢 得 各 各
平成

111貢 ア ス 号 思IJ 思IJ
卜 な

あ
キ ン 占

長
入 )[， 

守7 ノ、 ιー
ゲ

1) 1) 

レ し1
、y

ろ レ レ
ひ

送
チ ボ iロL 

位 あ オそ カY
男 女 計 賞 片員~ 

地区名 れ ス き し¥ )!..- )[， し ム 子 子

柳沢 12 14 13 7 13 12 13 14 10 6 11 125 優勝 特日l償

2 一= 呈回皇 8 13 14 9 6 13 12 13 13 4 10 115 準優勝 特別賞 3 

3 久米 2 8 6 12 10 6 7 10 14 9 14 98 第3位 努力賞 9 

4 戸田有 田 14 2 12 8 9 11 8 11 6 3 B 92 2 
5 南久米 10 12 11 5 3 5 5 7 4 14 12 88 7 
6 八多喜 7 11 9 6 12 9 9 6 5 5 6 85 6 
7 新谷 5 ヲ 9 3 14 10 14 3 2 11 4 82 4 

8 平野 6 10 6 13 4 7 11 4 12 5 79 8 
9 上須戒 9 3 6 4 11 14 6 8 9 7 78 特別賞 10 
10 肱南 4 6 6 11 7 3 9 8 10 13 78 11 
11 月五北B 11 9 6 14 2 4 12 7 2 3 71 12 
12 平 13 4 9 2 4 10 2 11 8 7 71 5 
13 肱北A 3 5 6 10 8 8 3 3 13 9 69 13 
14 大川 9 2 5 2 5 12 2 41 14 

市民運動会地区別得点集計表平成7年度一
種
目
で
も
多
く
予
戦
で
高
成
績
を

残
し
決
勝
進
出
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
今
年
初
め
て
準
優
勝
と
な

っ
た
三
善
で
は
、
昨
年
の
雨
天
中
止

以
来
「
来
年
こ
そ
は

f
」
と
の
意
気

込
み
で
住
民

一
丸
と
な
っ
て
練
習
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十

九
年
度
か
ら
平
成
五
年
度
ま
で
の
十

回
の
大
会
で
、
当
地
区
は
第
三
一
位

に
七
回
輝
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

や
っ
と
準
優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
ま

し
た
。
来
年
の
目
標
は
優
勝
旗
で
す
。

こ
の
上
位
二
地
区
に
続
き
大
健
闘

を
果
た
し
第
三
位
と
な

っ
た
の
が
久

米
地
区
で
す
。
地
区
の
関
係
者
が
『無

欲
の
勝
利
で
す
』
と
称
す
る
よ
う
に
、

中
開
発
表
で
四
位
の
放
送
が
あ
っ
て
、

応
援
席
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。
最

終
種
目
の
年
齢
別
リ
レ

1
女
子
が
み

ご
と

一
位
で
ゴ

l
ル
。
総
合
得
点
九

十
八
点
と
な
り
第
三
位
に
躍
進
し
ま

し
た
。
昨
年
の
九
位
か
ら
六
位
上
が

っ
た
こ
と
に
よ
り
努
力
賞
も
受
賞
。

来
年
の
活
躍
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
市
民
運
動
会
に
も
数
々
の

ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
ス

ケ
ッ
チ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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企少し肌寒いけどラジオ体操で暖まろう 企朝霧の中、開会式が行われる。

...新谷が連覇中のメジシンポール。今年も記録更新中。 企これはポ lレを転がしているところです…。

“ .6. 
士フ

年
の
ペ
ス
ト
ス
ナ
、ソ

プ
賞
は

企スター トの瞬間、緊張の一瞬/

イ芹・勝が袋町

一

i

a司
青
空

へ
紅
白
の
玉
が
ジ
ャ
ン
プ

勝

一

決のき
戸
H
d

綱企

」
れ
/ 企え~クハ力マーだ/すごい/

hv腰
が
引
け
て
ま
す
よ

h
F
リ
レ
ー
の
ゴ
ー
ル
、男
女
と
も
接
戦
で
し
たフ

が

V優秀な応援をした上須戒(左)、三善(中)、柳沢(右)に特別賞が送られました

5 



年
末

年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

十
二
月
二
十
一
一
月
十
日

• 

年
末
・
年
始
は
、

帰
省

客
や
初
詣
な
ど
の
交
通
量

の
増
加
に
伴
い
、
交
通
事

故
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め、

正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
実
践
と
交

通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
大
洲

警
察
署
管
内
の
交
通
事
故
は
、
高
齢

者
被
害
の
事
故
や
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
o

v
運
転
者
の
皆
さ
ん

高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
徐
行
す

る
な
ど
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

高
齢
運
転
者
は
、
ゆ
と
り
の
あ
る

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

V
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん

安
全
を
し
っ
か
り
確
か
め
て
、
道

路
を
正
し
く
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
夜

間
の
外
出
に
は
、
明
る
い
服
装
や
夜

間
反
射
材
の
着
用
に
努
め
、
自
転
車

利
用
時
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
、
っ
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

大
洲
警
察
署
管
内
の
シ

l
ト
ベ
ル

ト
着
用
率
は
、
県
下
で
も
低
く
、

乗
車
中
の
死
者
の
着
用
率
も
極
め
て

低
い
状
態
で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

も
し
も
の
と
き
の
命
綱
。
市
民
総
ぐ

る
み
で
着
用
の
徹
底
に
努
め
、
死
亡

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

V
運
転
者
の
皆
さ
ん

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し

ょ
う
。
同
乗
者
に
も
正
し
い
シ

l
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
を
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

日

V
職
場
で
は

着
用
意
識
の
低
い
若
者
に
対
す
る

シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
指
導
を
職
場

ぐ
る
み
で
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

無
謀
・
暴
走
運
転
な
ど
の
追
放

若
者
に
よ
る
速
度
の
出
し
過
ぎ
や

無
理
な
追
い
越
し
に
よ
る
死
亡
事
故

が
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
こ
の
時
期

に
は
無
謀
・
暴
走
運
転
に
よ
る
悲
さ

ん
な
重
大
事
故
が
発
生
し
て
い
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
交
通
事
故
防
止
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

V
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

暴
走
運
転
や
飲
酒
運
転
の
反
社
会

性
を
自
覚
し
、
正
し
い
マ
ナ
ー
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。
安
全
で
ゆ
と
り
あ

る
ド
ラ
イ
ブ
計
画
を
立
て
、
ゆ
と
り

と
思
い
や
り
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ

、っ
。

V
家
庭
で
は

無
謀

・
暴
走
運
転
や
飲
酒
運
転
の

危
険
性
や
交
通
事
故
の
悲
さ
ん
さ
な

ど
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
話
し
合
い

宇
品
、
し
ょ
、
っ
。

V
地
域
で
は

飲
酒
運
転
や
、
夜
間
の
暴
走
運
転

の
追
放
を
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
し
ま

l
v
ょ、つ
。

「
大
洲
市
誌
」
改
訂
版

大
洲
市
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念

し
て
編
纂
中
の
「
大
洲
市
誌
」
増
補

改
訂
版
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

初
版
大
洲
市
誌
が
発
刊
さ
れ
て
二

十
余
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
時

代
は
大
き
く
変
化
し
、
大
洲
市
は
、

南
予
の
玄
関
都
市
と
し
て
着
実
な
発

展
を
と
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
発
展
変
化
を
基
に
、
大
洲
市

誌
の
編
纂
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

作
業
は
、
市
制
施
行
四
十
周
年
の
平

成
六
年
五
月
に
ス
タ
ー
ト
、
順
調
に

作
業
が
進
み
、
平
成
八
年
三
月
末
こ

ろ
発
刊
の
予
定
で
す
。
前
回
の
大
洲

市
誌
(
昭
和
四
十
七
年
)
以
後
二
十

余
年
の
追
加
及
び
こ
の
間
に
新
し
く

判
明
し
た
事
項
な
ど
を
加
え
、
写

真

・
図
版
・
表
を
多
く
し
た
最
新
デ

6 

予
約
受
付
中

ー
タ
を
盛
り
込
ん
だ
市
誌
に
な
り
ま

す
。伝

統
と
香
り
高
い
文
化
を
持
つ
郷

土
の
歩
み
を
知
り
、
郷
土
の
姿
を
理

解
し
、
現
在
を
確
実
に
し
、
将
来
を

創
造
し
て
い
く
た
め
に
最
適
な
資
料

で
す
。
今
回
は
、
上
下
二
巻
を

一
組

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

-R「増

補

改

訂

大

洲

市

誌

市

制

施
行
四
十
周
年
記
念
版
」
の
概
要

。
頁
数
約
一
、
五

O
O
頁

O
上
・
下
巻

一
ケ
l
ス

O
定
価

六
千
円

(予
約
者
に
限
り
五
千
円
)

た
だ
今
、

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

O
大
洲
市
誌
編
纂
会
事
務
局

(
市
立
図
書
館
四
階
)

宮
⑫
1
4
5
8

市
立
幼
維
園
児
を
募
集
し
ま
す

平
成
八
年
度
の
大
洲
市
立
幼
稚
園

の
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

{
入
園
の
資
格
}

①
大
洲
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

②
満
四
歳
児
及
び
満
五
歳
児

-
満
四
歳
児
平
成
三
年
四
月
二
日
1

平
成
四
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
人

.
満
五
歳
児
平
成
二
年
四
月
二
日
1

平
成
三
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
人

{募
集
人
員
}

-
大
洲
幼
稚
園

四
歳
三
十
五
人

.
喜
多
幼
稚
園

四
歳
七
十
人

五
歳
七
十
人

五
歳
百
五
人

-
久
米
・
平
野
幼
稚
園

四
歳
・
五
歳
各
三
十
五
人

※
五
歳
児
の
募
集
人
員
は
現
在
の
在

園
児
を
含
ん
だ
人
数
で
す

{入
国
手
続
}

入
国
願
書
を
平
成
七
年
十
二
月
十

五
日
(
金

)
1
十
二
月
二
十
五
日
(
月
)

ま
で
の
聞
に
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て

下
さ
い
。
入
園
願
書
は
各
幼
稚
園
に

あ
り
ま
す
。

-
大
洲
幼
稚
園

・
喜
多
幼
稚
園

.
久
米
幼
稚
園

・
平
野
幼
稚
園

宮
⑫
3
5
6
5

宮
⑫
2
2
6
6

2
⑫
2
7
9
6
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大
洲
市
役
所
で
は
、
年
末
年
始
の

業
務
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

年
末
は
、

窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
ご
用
の
あ
る
方
は
、
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

市

役

所

本

庁

ロ
月
刊ω
日
同

1 1 12 
月月月
4 3 - 29 
日日 日
(木)側樹

業 仕
務 事
は車内
正め
午(
まー
で般
~σコ

休

み

ま

す

仕
事
始
め
(
一
般
の

業
務
は
正
午
ま
で
)

市

民

課

次
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
印
鑑
証

明
の
発
行
事
務
の
み
行
い
ま
す
。

ロ
月
お
日
同

口
時
ま
で

ロ
月
m
U
日
幽

8
時
泊
分
か
ら

日
時
却
分
ま
で

1
月
4
日
同

口
時
ま
で

連
絡
所
で
の
住
民
票
発
行
業
務
は
、

ロ
月
幻
日
闘
で
打
ち
切
り
、

日
幽
か
ら
再
開
し
ま
す
。

※
な
お
、
閉
庁
期
間
中
、
出
生
・
死

亡
な
ど
の
届
出
は
、
宿
日
直
者
が
受

け
付
け
ま
す
。
急
用
が
で
き
た
と
き

も
、
宿
日
直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
用
件
の
内
容
に
よ

っ
て
は、

宿
日
直
者
で
対
応
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

1
月
5

ロ
月
刊
ω
日
附
診
療
し
ま
す

ロ
月
却
日
樹

一

~

一

休

診

し

ま

す

ロ
月
剖
日
間

一

1
月
1
日
間

一
救
急
患
者
の
み
診
療

1
月
2
日

ω一
し
ま
す

1
月
3
日
例
休
診
し
ま
す

1
月
4
日
同
診
療
し
ま
す

ゴ

;卜議委ァ
み
取

{燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
}

ロ
月
初
日
出
ま
で
収
集
し
ま
す

ロ
月
訂
日
制

-

~

}
休

み

ま

す

1
月
3
日
同

}

1
月
4
日
同
よ
り
収
集
し
ま
す

{
燃
え
な
い
ゴ

ミ
の
収
集
}

1
月
1
日
間
、

2
日

ω
休
み
ま
す

1
日
側
の
分
は
、

1
月
8
日
間
に
、

2
日

ωの
分
は
、

1
月
9
日
附
に
収

集
し
ま
す
。

※
休
み
の
聞
は
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

【し
尿
の
く
み
取
り
}

ロ
月
却
日
幽

-

~

一

休

み

ま

す

1
月
4
日
同

}

※
年
末
は
と
て
も
混
雑
し
ま
す
の
で

お
申
し
込
み
は
、
ロ
月
日
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。
ロ
月
日
日
を

過
ぎ
る
と
年
内
に
く
み
取
り
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

図

霊童
Eヨ

館
(
含
⑮
4
4
1
9
)

1 12 
月月
5 - 28 
日日
幽(木)

休

み

ま

す

↑専

物

1 12 
月月
5 - 29 
日日
幽 幽

休

み

ま

す

年

末

の

大

掃

除

天
井
に
は
ホ
ウ
キ
や
掃
除

機
を
小
道
具
に

年
末
に
行
う
大
掃
除
を
、
俗
に
「
す

す
払
い
」
と
い
い
ま
す
。
手
が
届
か

な
い
天
井
や
床
下
の
ご
み
を
き
れ
い

に
取
り
除
い
て
、
家
中
を
す
っ
か
り

き
れ
い
に
す
る
掃
除
の
こ
と
で
す
。

日
常
の
天
井
掃
除
の
基
本
を
覚
え
て

お
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ハ
タ
キ
で
パ
タ
パ
タ
と
天
井
の
ホ

コ
リ
を
払
い
落
と
す
と
、
逆
に
ホ
コ

リ
を
部
屋
中
に
ま
き
散
ら
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
柄
の
長
い
ホ
ウ
キ
の
先

に
、
古
い
タ
オ
ル
を
巻
き
つ
け
、
そ

の
上
に
古
い
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
か
ぶ

せ
て
、
ホ
コ
リ
な
ど
を
な
で
る
よ
う

に
し
て
取
り
ま
す
。
一
度
使

っ
た
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
は
掃
除
の
た
び
に
取
り

替
え
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
な
い
と
取

れ
た
ホ
コ
リ
が
天
井
に
く
っ
つ
い
て

し
ま
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
簡
単
な
方
法
は
、
掃
除

機
を
使

つ
て
の
ホ
コ

リ
の
吸
い
取
り

で
す
。
延
長
管
に
丸
口
ブ
ラ
シ
を
付

け
て
吸
い
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

年
に
一
度
の
「
す
す
払
い
」
だ
け

で
な
く
、
定
期
的
に
年
二

1
四
回
程

度
掃
除
を
し
て
お
け
ば
、
大
騒
ぎ
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

分
け
れ
ば
資
源

混
ぜ
れ
ば
ご

み

ー
缶
・
ビ
ン
類
の
分
別
収
集
に
よ
る

再
資
源
化
を
行
っ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
分
別
し
て
出
し
て
い
た

だ
い
た
缶
・
ピ
ン
類
は
、
大
洲
市
大

型
共
同
作
業
場
で
分
別
し
、

化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

再
資
源

企市大型共同作業場での分別

道
路
や
公
園
な
ど
に
、
あ
き
缶
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
ガ
ム
、
弁
当
殻

な
ど
の
ポ
イ
捨
て
が
後
を
断
ち
ま
せ

ん
。
自
分
の
身
の
回
り
だ
け
で
な
く

地
域
や
公
共
施
設
の
環
境
美
化
に
も

努
め
ま
し
ょ
う
。

あ
き
缶
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
ガ

ム
、
弁
当
殻
な
ど
は
ポ
イ
捨
て
し
な

い
で
、
ご
み
箱
に
入
れ
る
か
、
持
ち

帰

っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
観
光
地
に
行

っ
た
と
き
も
、

ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
づ
く
り

に、

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。んせまあ+ゆで場て捨ゴ

+
A
F
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終
戦
か
ら
印
年

、
つ
る
体
験
記

シ
リ
ー
ズ

事
氏
が
4フ

昭
和
二
十
年
二
月
二
十

一
日
だ

っ

た
。
車
窓
か
ら
山
の
中
腹
に
家
が
点

々
と
あ
る
の
が
珍
ら
し
く
眺
め
て
い

た
。
父
は
先
に
行

っ
て
い
た
の
で
、

母
に
連
れ
ら
れ
た
兄
弟
は
、
な
ぜ
か

静
か
だ

っ
た
。
旅
の
疲
れ
が
そ
う
さ

せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
内
子

と
い
う
所
だ

っ
た
。
着
い
た
先
は
元

旅
館
だ

っ
た
と
い
う
庭
付
き
の
大
き

な
建
物
だ
っ
た
。
後
で
知

っ
た
の
だ

が
こ
の
建
物
に
は
二
、
三
所
帯
が
入

っ
て
お
り
、
み
な
疎
開
者
だ

っ
た
。

父
は
と
か
く
お
寺
へ
出
か
け
た
。

あ
る
日
、
父
と
そ
の
寺
へ
行
く
と
、

上
杉
と
名
の
あ
る
仏
具
が
あ
り
、
先

祖
代
々
と
書
い
た
仏
壇
が
あ

っ
た
。

か
す
か
に
わ
が
家
の
菩
提
寺
で
、
そ

の
縁
で
こ
こ
へ
来
た
ん
だ
な
と
感
じ
、

母
に
聞
く
と
「
そ
う
や
」
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
先
祖
の
こ
と
、
今
の
お
和
尚

さ
ん
と
の
交
流
を
聞
か
さ
れ
た
。
そ

れ
に
し
て
も
防
空
壕
も
な
く
、
防
空

頭
巾
を

つ
け
て
い
る
人
も
な
く
何
か

ふ
ぬ
け
た
よ
う
な
日
々
で
あ

っ
た
。

地
元
中
学
校
へ
の
転
校
は
で
き
ず
、

松
山
の
私
立
校
へ
行
く
こ
と
に
な
る
。

大
き
な
屋
敷
の
は
な
れ
に
下
宿
。
勤

〈

6
〉

労
作
業
で
土
口
田
浜
や
見
奈
良
で
飛
行

場
作
り
の
日
々
で
あ

っ
た
。

八
月
十
五
日
の
終
戦
は
、
帰
省
先

の
内
子
で
知

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
直

後
祖
父
は
他
界
し
た
。
勲
章
の
好
き

な
祖
父
で
、
よ
く
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の

武
勲
を
語

っ
て
く
れ
、
長
い
あ
ご
ひ

げ
に
畏
敬
を
も

っ
た
も
の
だ
っ
た
。

二
十
三
年
、
妹
が
入
学
の
赤
い
カ

バ
ン
を
枕
元
に
置
い
た
ま
ま
敗
血
症

の
た
め
逝
っ
た
。
医
者
も
な
す
す
べ

が
な
か
っ
た
。
夕
食
後
、
提
灯
を
持

ち
母
の
肩
掛
け
を
頭
に
か
ぶ
り
ひ
と

り
寺
へ
行
っ
た
。
さ
み
し
く
寒
い
道

で
あ
っ
た
。

父
は
木
や
竹
の
加
工
に
特
技
が
あ

る
の
か
、
そ
ん
な
人
の
出
入
り
が
あ

り
よ
く
出
か
け
て
い
た
が
、
あ
る
日
、

誇
ら
し
げ
に
に
わ
と
り
を
二
羽
も
ら

っ
て
帰

っ
て
来
た
。
つ
ぶ
す
ん
だ
と

い
う
。
し
か
し
父
に
は
そ
の
勇
気
が

な
い
ら
し
い
。
夕
方
母
は
肉
に
な
っ

た
に
わ
と
り
を
持
ち
帰

っ
て
来
て
、

臭
い
を
外
に
出
さ
な
い
よ
う
炊
く
ん

だ
と
は
り
き

っ
た
。
兄
弟
は
な
ぜ
か

は
し
ゃ
い
だ
食
事
だ

っ
た
。
母
は
妹

の
仏
壇
に
供
え
て
じ
っ
と
し
て
い
た
。

二
十
八
年
四
月
、
私
は
教
員
に
な

っ
た
。
上
級
生
が
い
た
自
転
車
屋
で

無
理
を
い

っ
て
自
転
車
を
月
賦
で
買

っ
て、

一
時
間
余
り
の
川
べ
り
の
学

校
へ
通

っ
た
。

奇
し
く
も
疎
開
先
の
住
宅
で
い

っ

大
洲
市
中
村

上

杉

潤

さ

ん

し
ょ
だ

っ
た
人
が
校
長
で
、
「
お
い
、

こ
ら
。
」
と
終
生
の
交
わ
り
と
な

っ

た
。八

月
。
一

家
は
大
阪
へ
引
揚
げ
、

弟
は
高
校
卒
業
ま
で
と
い
う
こ
と
で

二
人
が
残

っ
た
。
学
校
の
そ
ば
に
間

借
り
を
し
、
弟
が
通
学
に
自
転
車
を

使
っ
た
。
そ
の
弟
も
翌
年
三
月
大
阪

へ
帰
っ
て
行

っ
た
。

生
ま
れ
育

っ
た
大
阪
の
界
隈
は
、

灰
に
な

っ
て
し
ま
い
、
幼
な
な
じ
み

も
ま
た
四
散
、
訪
ね
る
す
べ
も
な
く

な
っ
た
。
人
生
半
ば
で
再
び
ふ
る
さ

と
を
築
く
思
い
は
重
い
が
、

子
ど
も

の
成
長
の
た
め
に
、
良
き
に

つ
け
悪

し
き
に
つ
け
、
多
く
の
知
己
の
温
か

さ
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
と
い
う
母
体

を
体
得
し
て
く
れ
れ
ば
と
願
い
、

戸

籍
を
こ
の
大
洲
に
移
し
た
。

大
洲
人
と
し
て
ま
だ
ま
だ
浅
薄
な

生
活
で
あ
る
が
、
優
し
い
知
友
に
支

え
ら
れ
日
々
の
生
活
を
お
く

つ
て
い

る
。生

ま
れ
育

っ
た
ふ
る
さ
と
は
、
人

生
を
育
む
母
体
で
あ
る
。
『
わ
が
子

の
た
め
に
。』
そ
う
思
い
、
山
野
の
写

生
に
時
折
り
出
か
け
、
新
し
い
ふ
る

さ
と
の
味
わ
い
を
幸
せ
に
感
ず
る
今

日
で
あ
る
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を
附

「同
和
対
策
審
議
会
答
申
L

か
ら
三
十
年
(
そ
の
八
)

実
を
結
ぶ
時
が
き
た

しよろ

わ

じんげんせんげん

「
昭
和
初
仇
唯
一直一清
l

「
比唯一一
代一
言

わ
小
川
た
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
子

炉
拙
さ
机
町
、
今
年
は
ち
ょ
う
ど
三
一

十
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
し
た
。

ほんらん

そ
こ
で
、
本
欄
で
は
、
こ
の
答
申
の

ぎ
い
ま
い
ち
と

み
&お

意
義
を
今
一

度
見
直
し
、
こ
の
三
一十

か
ん
せ
い
カ
ふ
か
え

年
澗
め
成
果
を
振
り
返
る
シ
リ
ー
ズ

を
漣
減
し
て
き
ま
礼
た
。

前
固
ま
で
に
お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
し
ど
う
わ
も
ん
だ
い
か
い

決
ょ
、
円
に
、
擁
か
に
洞
湘
問
題
も
解

決
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
て
い
ま

と

〈

か

だ

い

す

勺

す
。
特
に
課
題
と
さ
れ
て
き
た
「
桔

こん

さ
べつ

しかう
しよ
〈さぺ
っ

かい
しょ今

I
j

婚
差
別
」
「
就
職
差
別
」
の
解
消
に

あ
か
て
ん
は
う
ひ
勺

り
ル
て
はゆ
いい
明
る
い
展
望
が
開
け
た

時
代
が
到
来
し
た
の
で
す
。

が
勺
こうき
みう
い
〈
し
ぜ
かい

そ
亡
に
は
、
学
校
教
育
・
社
会
教

た
3

・8

お
お
ひ
と
び
と

情
肱
携
わ
っ
て
唱
佐
多
く
の
人
々
の

長
年
に
わ
た
る
努
力
が
あ

っ
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
も
市

み
ん
み
ふ
き
ま
ふ
か
り

かいい

民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
が
あ

っ
た

か
ら
こ
そ
で
す
。

す
う
ね
ん
ま
え
た
ね
め

一だ一
十
数
坪
%
前
に
ほ
い
け
~
種
が
芽

を
出
化
、
城
長
し
、
花
を
咲
か
せ
、

い
法
漢
を
崎
ほ
う
と
し
代
初
ま
寸

γ

先
日
、
市
内
の
あ
る
会
社
の
企
業

とう

わ
もA
だい付人し喝
うすい
しんいん

内
同
和
問
題
研
修
推
進
員
の
人
に
お

あ

付人
ざ
い
ほ
と
A

会
い
し
ま
し
た
。

(
現
在
は
殆
ど
の

企
業
に
、
同
和
問
題
研
修
推
進
員
が

置
か
れ
て
い
ま
す
)
そ
の
人
が
言
わ

8 
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人
権
と
同
和
教
育

れ
る
に
は
「
こ
れ
か
ら
の
企
業
に
と

っ
て
、
人
権
の
問
題
は
、
素
通
り
す

る
こ
と
の
で
き
均
レ
問
題
で
す
。
病

抗
同
和
澗
泡
を
洋
習
す
る
〈
と
の
重

要
さ
を
社
員
約
皆
さ
ん
に
知

つ
ては巾

ら
い
た
い
と
沼
っ
げ
ベル
法
寸
い
当
佐

代
ほ
、
年
一
回
は
社
内
同
和
問
題
研

修
会
托
泊
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
汁
北、

人
唯
週
間
に
は
、
社
内
で
人
権
標
語

を
募
集
す
る
よ
う
に
し
代
い
ぜ
汁
。L

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
彼
の
熱
、
ル
さ

に
唱
化
ろ
き
、
そ
の
よ
う
な
前
向
き

な
姿
勢
が
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
と
思

い
ま
し
北
町
牧
に
一信
わ
れ
た
こ
と

が
そ
初
疑
問
持
町
内
消
し
ま
し
た
。

「
私
は
、
中
学
生
の
と
き
に
、
は

に
め
て
同
和
問
題
に
つ
い
て
学
披
何

学
び
ま
し
た
。
そ
の
学
校
で
は
先
生

が
、
う
ち
の
学
校
の
同
和
教
育
は
、

ど
に
の
学
校
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い

と
胸
を
は

っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。
私
に
と

っ
て
、
そ
の
と
き
に

受
け
た
教
育
が
、
今
、
大
き
な
支
え

と
な

っ
て
い
ま
す
。」

こ
の
人
に
と

っ
て、

二
十
数
年
前

に
ま
か
れ
た
種
が
、
今
、
確
か
に
実

を
結
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

教
育
は
、
息
の
長
い
仕
事
と
よ
く

言
わ
め
ま
す
が
、
同
和
教
清
に
つ
い

て
も
向
山
々
汁
。
ト
日
も
休
む
こ
と

な
く
、
根
気
強
く
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
同
対
審
答
申
」
似
来
三
十
年
間

か
か
げ
続
け
て
き
た
明
か
り
が
、
ま

す
ま
す
光
り
輝
く
よ
う
に
・

.

.
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10月30日(月) 惨

大洲市内の教育振興

のための活動さレで

い~ (財) 桝山教育振

興会tJ"うコシザート

ヴランドピ?ノ丹市

!こ贈られまじだ。ピ

?ノrd、市民会館大

ホー/レ!己配置され、

音楽活動!こ利用され

3ことに怠ります。

~ 9月 29日 (金) 市社会福祉協議会がホー仏へんパーさ派遣じで

L\~世帯のいちだきのつどいn大洲ライオンズウラブ、口-9

I 1ーワラフの協力さ得で家族旅行村じゃぷじゃsG也で開tJ'れま

レた。用意された 120人分のいちだきrd大好評で鍋の中身rdす
ぐl己売り切れまじた。

V 己の家族旅行村rd、平成フ年度宝<じ助成さ受け、花づくり

事業n行われています。

10月11日岡 県指定文化財臥砂

龍山荘の保存修理工事n始まり

まレだ。工事rd、文化財建造物

保存技術協会(東京)の指導室受

灯、平成9年2月ご3完成予定。

‘10月12日阿 南予塗装業組合

の皆さんn、肱川緑地公園の遊

具の塗1.-1替え，s:レまレ定。

この日参加しだのrd18人で¥

このボラン子イ?作業!とより遊

具rdピ11ピ11r己怠りまレ足。

10月30日(月)地域の皆さんr2砂

保育所の現状き報告レ、今後の

保育活動のあり方き考コじでちら

alうと、一日保母n上須戒保育

所で開h'れまレた。参加レた3
人rd、子どちだちに手品や竹ト

ンボづくり1dどを教九楽じい時

を過レまじだ。‘10月31日伏) フ月の災害復旧

のお礼lごと、市内の11ラオケl官

、γワス庖h'!うア1ラオケセ、γトn
福祉施設ヘ贈られまレだ。

‘10月25日以)
今年ち大洲郵便局r2
シャンボ門松n登場

レ吉正レだ。

己れrd年賀rdnを
の発売にあわせで局

員n11i月介けで作

つだちのです。玄関

でrd来年の為と、ネ

ズミの三、γキーマウ

スnal出迎え，。



ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

十
月
三
十
一
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

西

大

洲

松

林

政

行

金

一

封

大

洲

矢

野

雅

之

金
一
封
(
寄
付
金
)

大

洲

兼

久

君

広

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

井

上

リ

キ

エ

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

(
指
定
寄
付
金
)

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八

多

喜

町

泉

道

徳

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

エ
イ
ズ
と
い
う
病
気
は
、
一
九
八
一

年
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
患
者
が
発
見
さ

れ
、
一
九
八
三
年
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
タ

ニ
エ
博
士
ら
に
よ
っ
て
病
原
ウ
イ
ル
ス

(
H
I
V
)
が
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

W
H
O
(
世
界
保
健
機
関
)

を
中
心
と
す
る
世
界
的
な
エ
イ
ズ
拡
大

予
防
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
速

に
世
界
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
影
響
は
、
わ
が
国
に
も
及
ん
で

お
り
、
最
近
、
①
患
者
・
感
染
者
の
急

激
な
増
加
、
②
異
性
間
性
的
接
触
が
感

染
経
路
の
主
流
と
な
っ
て
き
た
こ
と
、

③
外
国
人
女
性
の
感
染
者
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
エ
イ
ズ

の
感
染
爆
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
一

週
間
を
エ
イ
ズ
予
防
週
間
と
し
て
、
エ

イ
ズ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
、
患
者
に

対
す
る
社
会
の
差
別
を
な
く
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

{
愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
事
業
】

V
夜
間
血
液
検
査
受
付
(
要
予
約
)

ロ
月
4
・
5
・
6
日

目

時

i
m時

旬
。
ω
尚
弘
文
砂
伊
ゆ
ω
d
h品
収
明
。
伊
前
向
前
祝
守
防
ω
d
h
X吹
切
の
納
治
ゐ
ぶ
吹
伊
附
白
雨
前
V

阿

蔵

佐

藤

健

三

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

松

尾

上

野

高

由

金
一
封
(
喜
多
山
老
人
会
へ
)

喜
多
山

西

岡

宏

二

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

佐

々

木

栄

(
物
品
の
口
座
)

車
椅
子
一
台
・
ベ
ッ
ト
一
台
(
貸
出

用

)

野

佐

来

城

戸

初

子

ベ
ッ
ト
一
台
(
貸
出
用
)

菅

田

町

高

田

英

典

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
保
健
所

V
夜
間
電
話
相
談
受
付

ロ
月
1
日

口

時

1
幻
時

八
幡
浜
中
央
保
健
所

8
0
8
9
4
⑫
0
6
0
0
 

〈
エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
〉

大
洲
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
に
関
す

る
相
談
を
一
年
中
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
講
演

会
へ
の
講
師
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

含
⑪
3
1
6
5

戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の

一

手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
す
一

平
成
八
年
一
月
か
ら
戸
籍
謄
抄
本
な

ど
の
交
付
に
と
も
な
う
手
数
料
の
額
が

改
定
さ
れ
ま
す
。
(

)
内
は
旧
料
金

0

1

V
戸
籍
謄
本
・
抄
本
四
百
五
十
円
(
四

百
円
)

V
除
籍
(
原
戸
籍
)
謄
本
・
抄

本
七
百
五
十
円
(
七
百
円
)

V
戸
籍

記
載
証
明
書
三
百
五
十
円
(
三
百
円
)

V
除
籍
記
載
証
明
書
四
百
五
十
円

(
四
百
円
)
マ
受
理
証
明
書

三
百

五
十
円
又
は
千
四
百
円
(
三
百
円
又
は

千
三
百
円
)

V
死
亡
診
断
書
の
写

三

百
五
十
円
(
三
百
円
)

10月末までの

大洲市内の交通事故

10月末現在 昨年同期

イ牛 数 227 214 

負傷者 291 284 

死 者 8 9 

明
十
二
月
新
刊
案
内

伊

予

の

歴

史

下

景

浦

勉

著

鏡

と

矛

木

村

三
千
人
著

情
報
環
境
は
進
化
す
る
飯
塚
肇
・
他
著

豆

腐

の

如

く

斎

藤

茂

太

著

よ
り
豊
に
生
き
る
発
想
法

杉
本
苑
子
・
他
著

地

獄

と

極

楽

菊

村

紀

彦

著

敗
戦
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
色
川
大
吉
編

古

墳

の

は

な

し

尾

崎

喜

左

雄

著

戦
後
五
十
年
日
本
の
死
角
宇
野
正
美
著

わ

た

し

の

自

叙

伝

金

大

中

著

愚
徹
の
ひ
と
丸
山
千
里
井
口
民
樹
著

チ
ャ
リ
ン
コ
日
本
一

一周

川

西

文

著

女
ひ
と
り
族
の
宿
マ
ガ
ジ
ン
ト
ッ
プ
編

香

港

岩

井

加

代

子

編

北
京
生
活
情
報

北
京
日
本
人
会
編

平
成
七
年
版
経
済
白
書
経
済
企
画
庁
編

日
本
社
会
の
癒
着
構
造
並
木
信
義
著

円

高

歓

迎

論

飯

田

経

夫

・

他

著

も

め

ご

と

山

番

斎

藤

陽

子

著

国

籍

の

あ

り

か

も

り

き

和

美

著

老
親
と
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
吉
沢
勲
著

女
四
十
代
の
生
き
方
吉
武
輝
子
著

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
山
隆
・
他
著

反
抗
期
の
子
育
て
を
楽
し
む尾

木
直
樹
著

地

蔵

の

世

界

石

川

純

一

郎

著

宇
宙
の
起
源

T
-
x
-
ト
ゥ
ア
ン
著

地

震

学

校

江

川

多

喜

雄

編

石

垣

島

白

井

祥

平

著

世

界

の

水

草

小

田

明

写

真

淡
水
魚
カ
タ
ロ
グ
森
文
俊
・
他
編

き
ち
ん
と
血
糖
値
を
下
げ
る

安
藤
幸
夫
監
修

安
全
管
理
の
人
間
工
学
長
町
三
生
著

現
場
が
語
る
環
境
問
題
伊
藤
章
治
著

日
本
酒
が
わ
か
る
本
2

蝶
谷
初
男
著

10 

ダ
ン
ベ
ル
先
生
の
ご
は
ん
で
ダ
イ
エ
ッ

ト

鈴

木

正

成

著

イ
チ
ロ
1

物

語

佐

藤

健

著

三
振
と
っ
た
る
f
・

田

上

雄

三
著

永

遠

の

千

秋

楽

蔵

間

弥

生

著

ゴ

ル

フ

の

効

用

伊

佐

千

尋

著

ひ

た

す

ら

渓

流

釣

り

森

秀

人

編

言
語
生
活
と
比
較
文
化
剣
持
武
彦
著

兄

・

淳

之

介

と

私

吉

行

和

子

著

人
間
ぎ
ら
い
人
恋
し
時
実
新
子
著

白

道

瀬

戸

内

寂

聴

著

戦

懐

の

脳

宇

宙

川

田

弥

一

郎

著

目

薬

キ

ッ

ス

秋

元

康

著

R
I
K
O

柴
田
よ
し
き
著

刑
事

部

屋

佐

竹

一

彦

著

セ

イ

ロ

ン

亭

の

謎

平

岩

弓

枝

著

龍

の

契

り

服

部

真

澄

著

家

族

カ

タ

ロ

グ

赤

川
次
郎
著

ら

せ

ん

鈴

木

光

司

著

あ
な
た
が
い
る
か
ら
小
室
み
つ
子
著

こ

の

人

の

閥

保

坂

和

志

著

孟
嘗
君
1
・
2

宮
城
谷
昌
光
著

す
べ
て
の
男
は
消
耗
品
で
あ
る
4

村

上

龍

著

風
の
よ
う
に
返
事
の
な
い
電
話

渡
辺
淳
一
著

人

生

の

こ

み

ち

中

野

孝

次

著

そ
し
て
人
生
は
輝
く
大
原
富
枝
著

ネ

コ

の

あ

ぶ

く

山

根

基

世

著

キ

ャ

ピ

イ

感

覚

伏

見

憲

明

著

こ
ん
に
ち
は
、
ふ
る
さ
と
俵
万
智
著

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
臼
録

E
・

o-
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
-
他
著

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
記
憶小

川
洋
子
著

星
の
輝
き
上
・
下
S
・
シ
ェ
ル
ダ
ン
著

マ
デ
イ
ソ
ン
郡
の
風
に
吹
か
れ
て

R
・
J

・
ウ
ォ
ラ

l
著

F
B
I
ス
パ
イ
ハ
ン
タ
ー

P
マ
l
ス
著

図

書

館



大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

(
V
l
う
ゃ
ん
ワ
!
内
l
)き
募
集
レ
ま
す

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
平
成
八

年
度
職
員
募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し

ま
す
。

【
採
用
予
定
職
種
及
び
人
員
】

-
ソ

l
シ
ヤ
ル
ワ
1
カ
l

(
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
在
宅
介
護
な
ど

に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
、

行
政
機
関
、
サ
ー
ビ
ス
実
施
機
関
等

と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
。
)

一
名

【
応
募
資
格
】

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法

第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な
ど
)
に
該

当
し
な
い
人

②
採
用
後
は
、
大
洲
市
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
に
通
勤
可
能
な
地
域
に
居

住
で
き
る
人

③
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

④
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

{
受
付
期
間
及
び
場
所
】

十

一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま

で
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

(
市
役
所
別
館
2
階
)
で
受
け
付
け

ま
す
。

※
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く
は
、

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

含
⑪
3
5
0
9

新
成
人
の
皆
さ
ん
ヘ

一

成
人
式
の
ご
案
内

一

大
洲
市
で
は
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

る
皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
祝
福
し
、

一
月
十
五
日
に
記
念
の
式
典
を
開
催
し

ま
す
。

大
洲
市
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人
対

象
者
に
は
、
十

一
月
下
旬
ご
ろ
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
転
出
し
て
い
る
人
で
出
席
の

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会

ま
た
は
最
寄
り
の
公
民
館
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
}
平
成
八
年

一
月
十
五

日
開
成
人
の
日
午
後
一
時
か
ら

【
場
所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

【
対
象
者
】
昭
和
五
十
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十

一
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
大
洲
市
に
住
民
票

が
あ
る
人
。
ま
た
は
転
出
者
の
う
ち

大
洲
市
に
家
族
が
在
住
し
て
お
り
、

参
加
を
希
望
す
る
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】
大
洲
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
体
育
課

含
⑪
2
1
1
1
(内
線
5
5
3
)

子
ど
七
の
人
権
き
守
3
う

人
権
週
間
目

η月
4
日
3
叩
日

人
権
週
間
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が

「
人
権
」
と
い
う
も
の
を
再
認
識
し
、

ま
た
、
自
己
の
行
為
に
よ

っ
て
他
人
の

人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反
省
し
て
み

る
週
間
で
も
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
日
常

生
活
を
営
む
た
め
に
、
お
互
い
に
相
手

の
立
場
を
尊
重
し
明
る
い
人
間
関
係
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
人
権
週
間
で
は
、
次
の
五
項

目
を
強
調
事
項
と
し
て
い
ま
す
。

-
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

-
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意

識
を
育
て
よ
う

-
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

-
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

-
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
ょ
行
ノ

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
「
人
権
問
題

に
関
す
る
総
合
十
二
時
間
電
話
相
談
」

を
行
い
ま
す
。
差
別
問
題
、
児
童
や
生

徒
の
い
じ
め
・
体
罰
問
題
、
家
庭
や
近

隣
関
係
な
ど
人
権
問
題
全
般
に
関
し
て

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

【日
時
】

十

二
月
七
日
同

時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

{
電
話
番
号
】

8
0
1
2
0
・
0
2
5
・
5
5
0

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
陪
患
い
で
す
汁
つ
・

老
後
の
安
定
し
た
生
活
を
守
る
た
め

に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い。

も
し
、

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
る
老

齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な

っ
た
り

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
思
わ
ぬ
怪
我
や
病
気
に
な

っ
た

り
、

き
な
ど
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
の
が
原
則

で
す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
納
め
ず
に

放
っ
て
お
く
と
、
納
付
期
限
か
ら
二
年

を
た
つ
と
、
納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

寂
し
い
老
後
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
て
、
自
分

自
身
の
老
後
の
基
盤
を
築
く
た
め
で
あ

る
と
同
時
に
、
国
民
年
金
制
度
を
守
り
、

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
一
度
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
国
民
年
金。

午
前
九

明
3
い
長
寿
社
会
づ
く
り
巴
つ
い
て

ご
意
見
、
ご
提
言
き
募
集
し
ま
す

愛
媛
県
長
寿
社
会
振
興
協
会
で
は
、

明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
の

ご
意
見
、
ご
提
言
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

明
る
い
生
き
が
い
の
あ
る
長
寿
社
会
を

考
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
題
名
、
内
容
と

も
自
由
で
す
。

【
募
集
部
門
}

V

小
学
生
の
部

V

中
学
生
の
部

V
高
校
生
の
部

V

一
般
の
部

【
応
募
資
格
】
県
内
在
住
者

【
応
募
規
程
】

V
縦
書
き
四
百
字
詰
め

原
稿
用
紙
五
枚
以
内
V
標
題
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

学
校
名
を
記

載
の
こ
と

【
締
切
日
】
十
二
月
十
五
日
幽

{
原
稿
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

干

7
9
0

松
山
市
道
後
町
二
丁
目
十

九
|
十
四
糊
愛
媛
県
長
寿
社
会
振
興

協
会

(
月
曜
休
館
)
2
0
8
9
9
⑮
8

8
8
9
h
0
8
9
9
⑮
0
1
7
7
 

(有)いの水道設備

ft24-2216 

大塚鉄 工 所

含 25-0300

備)内田電気水道設備

ft25-2858 

神南設 備

ft25-4684 

(布 オクダ設備

含 24-3674

久保鉄 工 所

合 26-0537

惰)神 田鉄工所

ft24-4122 

(有)アサノ設備

まま 24-0783

城戸電業社

合 25-2944

佐藤水道 庖

ft24-4410 

(槻土居鉄工所

合 24-4519

浜住設備

ft25-4645 

惰)南予 水道住設

ft25-1350 

滝田商庖

合 25-0901

備)星加 水道設備

ft26-0020 

中野管工 事 工業

ft24-3792 

徳森設備

会 25-4023

西田水道 庖

ft26-0265 

備) 丸電工業

ft24-5351 

淳 山水 道 工事 庖

ft24-2583 

(有)三 原設備

ft24-3783 

伊予 屋 住設

ft24-2541 

備)いの水道 設 備

ft24-2216 

岡福水道 工事 庖

ft24-3656 

(有)三 原設備

まま 24-3783

西田 水道広

ft26-0265 

(有) 丸電 工 業

ft24-5351 

中野管 工事 工業

ft24-3792 

徳森設備

ft25-4023 

滝田商庖

ft25-0901 

12月 2日出

12月3日(日)

12月 9日出

12月10日(日)

12月16日仕j

12月17日(日)

12月23日国

12月24日(日)

12月28日(木)

12月29日幽

12月30日仕)

12月31日(日)

1月 1日〈月)

l月2日υd

1月3日付。
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12月号l
，...・圃

相
談
ご
と
案
内

おおず， 95 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日

時

ロ

月

8
日

幽

叩

時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時
ロ
月
却
日
剛
山
時

1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日

時

ロ

月

日
日
幽

叩

時

1
日
時

場
所
平
野
連
絡
所

日
時
ロ
月
四
日
川

w
m時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

合
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

l
u
時
、
日
時
1
日
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
鎗
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
室
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

出塑

保健センターだより

。乳幼児健康診査.

12月 5日ω 平成 7年 7月生※

12月14日(利平成 6年 5月生

12月21日(栂平成 4年11月生

※は肱南・久米・肱北・ 喜多・平

地区のみ

受付時間 13:00-13:30 

実施場所 大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

n24-3ワワ 5

」一一一」

{
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時
ロ
月
初
日
同
叩
時
1
ロ
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
⑫
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で
。

【
社
会
保
険
相
談
】

日

時

ロ

月

4
日
間
、
初
日
附

日
時
j
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

宮
⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
宮
⑮
0
9
4
7

{
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
ロ
月
日
日
幽

9
時
1
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
含
⑫
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

合

(
ω
h
h
v
μ
出

【
定
期
税
務
相
談
】

日

時

ロ

月

8
日
幽

叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
務
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

.乳幼児育児相談・育児サークル.

12月12日ω 乳幼児を持つ親子

※は肱南・久米・肱北・ 喜多・平

地区のみ

受付時間 9:30-10:00 

実施場所大洲市保健センター

.健康相談・栄養相談.

日時 12月25日間

10:00-12:00、 13:00-15: 00 

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

|休日|急|患|診療|

12 

久保医院(新谷)

ft25-0158 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

肱川医院(菅田)

ft25-2915 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

三瀬医院(八多喜)

ft26-0003 

大洲中央病院(東大洲)

まま 24-4551

松尾産婦医院(殿町)

ft24-5803 

大掛|中央病院(東大洲)

ft24-4551 

大野内医院(片原町)

まま 24-6800

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

中塚内医院(西大洲)

まま 24-0606

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

村上内医院(北只)

ft23-3500 

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

藤本外医院(中町)

会 24-2310

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

城戸眼医院(末広町)

ft24-3008 

加戸病院(若宮)

まま 24-5101

12月 3日

(日)

12月10日
(日)

デ市 実の
イ立場施で次 I ~ ，‘
ツ大 日 ご の |問主
ク洲所 協と I.;;.... 
大病 12力お IJll1 
洲院 月をり 111'¥
庖 7お採 |でマ

10 日願血 IiF¥ 
13時 (柑い車 |ιλ
時 1 しが |ヌU
30 12 ま巡 |民
分時 す回 IJ

l 。 し l ・~
16 ま ・一
時 す

大
洲
保
健
所
歯
科
相
談

歯
に
関
す
る
相
談
に
歯
科
医
師
が
応

じ
ま
す
。

臼
時
四
月
初
日
例
日
時
か
ら

場
所
大
洲
保
健
所

※
予
約
が
必
要
で
す
。
自

u
⑪
3
1
6
5 12月17日

(日)

12月23日

住)

12月24日
(日)

12月31日
(日)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
誠
忠
四
十
七
義
士
伝
展

ロ
月
9
日
目
i
u
月
担
日
間

※
休
館
日
毎
週
火
曜
日

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

含
@
4
1
1
ー
ま
で
。

【
珠
算
】

試

験

日

受
付
期
間

平
成
8
年
2
月
日
日
間

ロ
月
日
日

1
1
月
四
日

4砂平成 8年度検診申込カ ード

各戸配布.

健康な生活を営むには、検診を

受け、病気の早期発見・早期治療

につとめることが必要です。

そこで市民のみなさんが、平成

8年度検診をどこで受けるかを

「検診申込カー ド」でおたずねして

います。市が行う各種検診の対象

者を把握するとともに、受診票送

付の基礎資料とさせていただきま

すので、ご協力をお願u、します。

検診申込カードに記入してから

検診を受けるまでの流れ

検診申込カード記入

区長さん回収
↓ 

大洲市保健センター

申込者に問診票を送付

問診票 を記入の上、受診

※検診(成人病検診・胃・大腸・
子宮 ・乳・肺がん検診)

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

1月 1日

開)

l月 2日

υd 

l月 3日
附

編
集
後
記

大
洲
盆
地
が
朝
霧
に
包
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
白
壁
の
堤

防
が
霧
の
向
こ
う
に
煙
っ
て
い
ま
す
。

最
近
少
し
ず
つ
で
す
が
大
洲
の
景
色
が

変
っ
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
、
内
子
の
町
並
み
を
歩
い
て
み

ま
し
た
。
電
柱
も
電
線
も
な
く
、
白
壁

の
商
家
や
民
家
が
軒
を
連
ら
ね
、
ガ
ラ

ス
窓
と
行
き
か
う
車
が
な
け
れ
ば
、
タ

イ
ム
ス
リ
y
プ
を
し
た
気
分
で
す
。
先

日
訪
問
し
た
臼
杵
で
も
町
並
み
の
整
備

が
始
ま

っ
て
い
て
、
五
万
石
の
城
下
町

と
し
て
の
修
景
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
町
で
も
観
光
は
二
の
次
。

昔
か
ら
あ
る
も
の
を
残
し
て
、
そ
こ
の

生
活
の
息
吹
き
大
切
に
し
た
い
と
の
こ

と
。
住
ん
で
良
い
町
。
住
み
た
く
な
る

町
。
わ
が
町
大
洲
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

(
い
)

住民異動届はお早めに/
転入、転出をしたり、世

帯や世帯主を変更するとき
は、なるべ く早 く市民課で
手続きをしてくださし、。こ
れらの届をしておかないと
選挙で投票ができなかった
り、国民年金の給付や納付
に支障をきたす場合があり
ますのでご注意ください。
なお、印鑑を必要とするも
のもありますので、持参 し
てくださし、
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